
 

郵
政
事
業
民
営
化
に
民
意
を
反
映
し
た
慎
重
な
議
論
を
求
め
る
意
見
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

政
府
は
、
本
年
九
月
十
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
「
二
〇
〇
七
年
に
日
本
郵
政
公
社
を
民
営
化
し
、
移
行
期
間
を
経
て
、
最
終
的
な

民
営
化
を
実
現
す
る
。
」
と
の
基
本
方
針
を
策
定
し
、
即
日
、
閣
議
決
定
を
行
い
、
郵
政
事
業
の
民
営
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

郵
政
事
業
は
、
郵
便
、
郵
便
貯
金
、
簡
易
生
命
保
険
な
ど
の
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
生
活
基
礎
サ
ー
ビ
ス
を
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
全

国
あ
ま
ね
く
提
供
す
る
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
お
り
、
運
営
形
態
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
常
に
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
結

び
つ
け
る
視
点
で
国
民
的
議
論
が
必
要
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
五
年
四
月
国
営
の
新
た
な
公
社
と
し
て
日
本
郵
政
公
社
が
発
足
し
て
、
わ
ず
か
一
年
余
り
の
う
ち
に
国
民
の
不
安
を
無

視
す
る
か
の
よ
う
に
民
営
化
方
針
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
と
う
て
い
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
、
区
民
の
声
を
聞
け
ば
、
郵
政
民
営
化
に
慎
重
な
意
見
が
大
半
で
あ
り
、
ま
た
、
民
営
化
に
よ
り
地
方
を
中
心
に
郵
便
局
の
統
廃
合
が
進
み
、

そ
の
結
果
郵
便
の
全
国
一
律
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
低
下
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
お
り
、
何
の
た
め
の
民
営
化
か
疑
問

が
残
り
ま
す
。 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
郵
政
事
業
民
営
化
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
郵
政
事
業
が
地
域
に
果
た
し
て
い
る
役
割
の
重
要
性
に
か

ん
が
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
利
便
性
の
確
保
な
ど
諸
機
能
の
充
実
に
十
分
留
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
で
あ
る
国
民
や
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
て
い
る
郵
便
局
現
場
職
員
な
ど
の
声
を
十
分
聞
い
た
上
で
慎
重
な
議
論
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 
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